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修
会
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筑
波
学
園
都
市
の 

「
国
の
施
設
」
を
訪
ね
る 

 

今
年
の
夏
は
容
赦
な
い
暑
さ
が
続
き
、
東
京
で
は

六
十
四
日
間
の
真
夏
日
、
二
十
二
日
間
の
猛
暑
日
と

過
去
最
多
を
記
録
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
元

気
に
乗
り
越
え
十
七
名
が
参
加
し
て
下
さ
っ
た
。 

 

今
年
は
目
的
地
を
筑
波
学
園
都
市
と
し
、
八
月
に

担
当
四
人
（
中
山
時
次
・
遅
塚
惠
美
子
・
吉
田
哲
久
・

新
井
こ
の
み
）
で
下
見
を
し
た
。 

筑
波
学
園
都
市
は
、
東
京
の
過
密
解
消
及
び
科
学

技
術
の
振
興
と
高
等
教
育
の
充
実
を
目
的
に
計
画
さ

れ
た
都
市
。
筑
波
大
学
（
今
年
開
学
五
十
周
年
）
を

は
じ
め
、
国
の
研
究
・
教
育
機
関
が
移
転
・
新
設
さ

れ
て
現
在
に
至
る
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
J

A

X

A
「
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」
、
国
立
科
学
博
物
館
「
筑

波
実
験
植
物
園
」
、
国
土
地
理
院
「
地
図
と
測
量
の
科

学
館
」
を
見
学
地
に
決
め
た
。 

☆ 
 

 
 

☆ 
 

 

☆ 
 

 

☆ 

 

十
月
二
十
日
（
金
）
好
天
の
中
、
バ
ス
は
岩
槻
を

出
発
。
渋
滞
情
報
に
よ
り
東
京
外
環
道
を
避
け
、
東

北
道
、
圏
央
道
、
常
磐
道
を
経
由
し
て
向
か
っ
た
。 

 

J

A

X

A
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
到
着
す
る
と
、 

                

ま
ず
目
に
入
る
の
は
全
長
五
十
メ
ー
ト
ル
、
直
径
四

メ
ー
ト
ル
の
H
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
だ
。
ま
ず
は
ロ
ケ
ッ
ト

を
背
景
に
写
真
撮
影
を
し
、
次
に
展
示
館
「
ス
ペ
ー

ス
ド
ー
ム
」
に
入
る
。
ド
ー
ム
は
宇
宙
の
よ
う
な
闇

の
中
に
ロ
ケ
ッ
ト
や
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
浮
か
ん

で
い
る
。
か
な
り
大
き
な
展
示
館
だ
。
我
が
国
の
ロ

ケ
ッ
ト
開
発
は
、
全
長
二
十
三
セ
ン
チ
の
ペ
ン
シ
ル 

                

ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
先
に
は
、
実
物
大
で

展
示
さ
れ
て
い
た
。
他
に
も
小
惑
星
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
２
」
も
実
物
大
模
型
だ
。
小
惑
星
「
リ
ュ
ウ
グ

ウ
」
の
サ
ン
プ
ル
を
も
ち
か
え
っ
た
の
は
３
年
前
と

か
。
何
と
い
う
快
挙
。
人
口
衛
星
は
、
通
信
、
放
送
、

気
象
、
地
球
観
測
、
宇
宙
利
用
な
ど
我
々
の
生
活
を

宇
宙
か
ら
支
え
て
い
る
。
見
学
す
る
こ
と
で
改
め
て  



貴
重
な
体
験
が
で 

き
、
子
ど
も
た
ち 

や
若
者
に
も
是
非 

と
も
体
験
し
て
ほ 

し
い
と
思
う
施
設 

だ
っ
た
。 

 

昼
食
は
、
ホ
テ 

ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲 

の
お
弁
当
ラ
ン
チ
。 

ホ
テ
ル
に
入
る
と
す
ぐ
に
目
に
飛
び
込
む
大
階
段
で
、

内
閣
改
造
よ
ろ
し
く
皆
階
段
上
に
並
び
記
念
撮
影
。

緊
張
ぎ
み
で
整
列
し
た
皆
さ
ん
、
ど
ん
な
写
真
に
な

っ
た
の
か
楽
し
み
だ
。
老
舗
ホ
テ
ル
の
前
庭
の
日
本

庭
園
も
見
事
で
、
し
ば
し
散
策
し
た
。 

次
に
向
か
っ
た
の

は
植
物
園
。
メ
タ
セ

コ
イ
ヤ
の
並
木
を
抜

け
る
と
熱
帯
植
物
園

の
ド
ー
ム
が
見
え
る
。

こ
の
施
設
は
、
国
立

科
学
博
物
館
が
植
物

の
研
究
の
為
に
設
置

し
た
も
の
で
、
研
究
、

保
全
、
展
示
、
学
習
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
園

内
は
広
く
、
樹
林
・
砂
漠
・
山
地
・
水
生
な
ど
世
界

の
植
物
区
の
植
物
が
見
ら
れ
る
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
興

味
関
心
と
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
回
る
こ
と
が

で
き
た
。
見
学
時
は
秋
の
植
物
中
心
だ
が
、
四
季
そ

れ
ぞ
れ
に
楽
し
め
て
、
ま
た
季
節
を
変
え
て
再
訪
し

た
い
と
思
う
広
大
で
中
身
の
充
実
し
た
施
設
だ
っ
た
。 

 

最
後
に
訪
ね
た
の
は
「
地
図
と
測
量
の
科
学
館
」

で
、
到
着
し
た
時
は
、
社
会
科
見
学
の
子
ど
も
た
ち

と
入
れ
替
わ
り
だ
っ
た
。
こ
の
施
設
は
、
地
図
や
測

量
に
関
す
る
歴
史
や
原
理
、
し
く
み
、
技
術
を
体
験

で
き
、大
人
も
学
び
な
が
ら
楽
し
め
る
施
設
で
あ
る
。

中
に
入
る
と
日
本
地
図
が
床
に
広
が
っ
て
い
る
。
立

体
メ
ガ
ネ
で
見
る
と
、
日
本
海
溝
の
深
み
に
落
ち
そ

う
に
錯
覚
し
、
山
々
と
平
野
が
く
っ
き
り
リ
ア
ル
に

見
え
て
感
動
し
た
。
異
次
元
の
体
験
が
で
き
た
。 

屋
外
に
は
測
量
用
航
空
機
「
く
に
か
ぜ
」
が
展
示

さ
れ
、館
内
に
は
伊
能
忠
敬
の
測
量
し
た
日
本
地
図
。

測
量
や
地
図
作
成
に
関
わ
っ
た
歴
史
を
体
験
で
き
る

施
設
と
な
っ
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち
の
社
会
科
見
学

に
ぴ
っ
た
り
の
工
夫
さ
れ
た
展
示
施
設
で
、
入
館
の

時
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
、
さ
ぞ
満
足
し
た
こ
と
と

思
う
。
尚
、
私
た
ち
を
案
内
し
て
下
さ
っ
た
方
は
、

父
親
が
現
職
の 

千
葉
県
の
校
長 

職
と
か
。
我
々 

一
行
に
親
し
み 

を
こ
め
て
歓
迎 

し
て
く
れ
た
の 

は
と
て
も
印
象 

的
だ
っ
た
。 

  

☆ 
 

 
 

☆ 
 

 

☆ 
 

 

☆ 

 

日
帰
り
研
修
旅
行
は
、
三
つ
の
目
標
「
旧
交
を
温

め
」
「
新
た
な
発
見
を
期
待
し
て
」
「
見
て
歩
い
て
語

ら
っ
て
」
で
実
施
さ
れ
た
。
新
里
会
長
が
挨
拶
の
中

で
、
教
育
目
標
と
関
連
づ
け
て
お
話
し
下
さ
っ
た
の

は
担
当
と
し
て
も
有
難
か
っ
た
。
皆
さ
ん
と
の
再
会

や
新
た
な
発
見
、
い
つ
の
間
に
か
元
気
に
歩
い
て
健

康
づ
く
り
の
一
助
に
な
っ
て
い
た
ら
、
担
当
者
と
し

て
も
嬉
し
い
。
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

 

（
担
当
幹
事 

新
井
こ
の
み
） 

 

 筑波宇宙センター展示館 

筑波実験植物園 

 
地図と測量の科学館 


